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気
に
な
る
様
子
や
行
動
が
見
ら
れ
る
な

ど
心
配
ご
と
の
あ
る
お
子
さ
ま
の
小
・
中

学
校
へ
の
就
学
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま

す
。お
子
さ
ま
が
可
能
性
を
十
分
に
発
揮
し
、

生
き
生
き
と
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
教
育
環
境
が
望
ま
し
い
の
か
、

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

就
学
時
の
相
談
の
ほ
か
、
特
別
支
援
学
級

や
県
立
盲
・
聾
・
特
別
支
援
学
校
へ
の
転

学
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時

　

４
月
23
日
(月
)午
前
９
時
〜
正
午

　

５
月
10
日
(木
)午
前
９
時
〜
正
午

　

５
月
28
日
(月
)午
後
１
時
〜
５
時

　

６
月
11
日
(月
)午
後
１
時
〜
５
時

　

６
月
27
日
(水
)午
前
９
時
〜
正
午

　

７
月
18
日
(水
)午
前
９
時
〜
正
午

　

７
月
26
日
(木
)午
前
９
時
〜
正
午

　

８
月
３
日
(金
)午
後
１
時
〜
５
時

　

８
月
23
日
(木
)午
後
１
時
〜
５
時

　

９
月
５
日
(水
)午
後
１
時
〜
５
時

　

９
月
26
日
(水
)午
前
９
時
〜
正
午

　

10
月
１
日
(月
)午
後
１
時
〜
５
時

　

10
月
24
日
(水
)午
前
９
時
〜
正
午

　

11
月
１
日
(木
)午
前
９
時
〜
正
午

　

11
月
27
日
(火
)午
後
１
時
〜
５
時

　

12
月
10
日
(月
)午
前
９
時
〜
正
午

　

12
月
19
日
(水
)午
前
９
時
〜
正
午

　

平
成
25
年

　

１
月
18
日
(金
)午
後
１
時
〜
５
時

　

１
月
28
日
(月
)午
前
９
時
〜
正
午

　

２
月
４
日
(月
)午
後
１
時
〜
５
時

　

２
月
22
日
(金
)午
前
９
時
〜
正
午

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員　

大
田
原
市
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課
就
学
担
当
者
、
特
別
支
援
教
育

　

担
当
指
導
主
事
、
大
田
原
市
子
ど
も
幸

　

福
課
保
健
師
、
心
理
相
談
員
ほ
か

●
申
込
方
法　

電
話
で
事
前
に
予
約

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
（
９
８
)７
１
１
３

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
)８
６
３
４

　

幅
広
い
知
識
や
技
術
の
習
得
を
目
指
し
、

私
た
ち
の
｢ふ
る
さ
と
大
田
原
｣に
つ
い
て

学
び
、再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
履
修
期
間

　

平
成
24
年
６
月
〜
平
成
26
年
２
月
(２
年
間
)

●
時
　
間　

午
後
７
時
〜
９
時
(予
定
)

●
場
　
所　

湯
津
上
庁
舎
ほ
か

●
内
　
容

○
一
般
教
養
科
目
『ふ
る
さ
と
大
田
原
を

　

探
る
』

・
開
催
予
定
日

　

６
月
６
日
(水
)、27
日
(水
)

　

８
月
１
日
(水
)、９
月
５
日
(水
)

　

10
月
３
日
(水
)

・
主
な
講
義
内
容　

那
須
地
方
の
歴
史

○
現
代
的
課
題
科
目
｢大
田
原
の
自
然
と
文
化
｣

・
開
催
予
定
日

　

６
月
20
日
(水
)、７
月
11
日
(水
)

　

８
月
22
日
(水
)、９
月
26
日
(水
)

　

現
地
視
察（
期
日
未
定
）

・
主
な
講
義
内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
に
つ
い
て
、
天
文
学
へ
の
い
ざ
な
い
、

　

那
須
野
が
原
の
地
形
と
地
質
、
野
口
雨

　

情
生
誕
１
３
０
年
、現
地
視
察

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
と
の
連
携
講
座
や

　

市
教
育
委
員
会
な
ど
主
催
事
業
の
特
別

　

講
座
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
本
市
在
住
ま

　

た
は
在
勤
の
社
会
人
(原
則
と
し
て
全

　

科
目
受
講
で
き
る
方
)

●
募
集
定
員　

30
名
(先
着
順
）

●
受
講
料　

年
間
５
０
０
０
円
(資
料
代

　

な
ど
一
部
自
己
負
担
あ
り
)

●
募
集
期
間

　

４
月
20
日
(金
)〜
５
月
18
日
(金
)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　

(９
８
)７
１
１
５

大
田
原
市
民
大
学
第
12
期
生
募
集

平
成
24
年
大
田
原
市

就
学
相
談
会
の
ご
案
内

国民年金よくある質問国民年金よくある質問
●学生納付特例申請について 

【法定免除】
　国民年金では、障害年金を受給されるよう
になっても、20歳以上60歳未満の方は国民年
金に加入しなければなりませんが、保険料の
納付については法律によって免除される制度
があります(法定免除)。具体的には障害基礎
年金を受けている方、障害厚生(共済)年金を
受けている方で障害等級が１級または２級の
方が対象となります。 
　また、生活保護法による生活扶助を受けて
いる方も対象となります。 
　法定免除は届出が必要となりますので、障
害基礎年金などを受給している方や生活保護
法による生活扶助を受給される方は、市区町
村の国民年金担当の窓口にご相談ください。

■問い合わせ
大田原年金事務所　　　　　　(２２)６３１３
市国保年金課国民年金係　　　(２３)８９２８

　平成23年度において学生納付特例制度に
より、保険料納付を猶予されている方で、平
成24年度も引き続き在学予定の方へ、基礎
年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納
付特例申請書を３月末に送付します。平成
23年度と同じ学校などに在学される方
は、このハガキに必要載事項を記入し返送す
ると、平成24年度も学生納付特例の申請が
できます。この場合は、在学証明書または学
生証の写しの添付は不要です。
　また、平成24年度は学生納付特例制度を
利用せず、保険料の納付を希望される場合
は納付書を送付いたしますので、お手数です
がお近くの年金事務所にご連絡ください。
　なお、はじめて学生納付特例の申請をす
る方は、従来どおり在学証明書または学生
証の写しの添付が必要です。


